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講演要旨

昆虫に栽培される菌類の生態
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　菌類（カビ）は、植物だけでなく、昆虫も利用しています。

昆虫の移動能力が狙いです。昆虫もまた、植物だけでなく、

菌類も利用しています。菌類の分解能力が狙いです。菌類と

昆虫の関係がより緊密になると、積極的に運ばれ、運んで

います。菌類は、昆虫体内の特別な場所・器官に住み、昆虫

は菌類を住まわせる場合さえあります。お互いに利益のあ

る共生関係ができあがります。そして、人間が行っているよ

うに、昆虫が菌類を栽培する（「養菌性」と言います）現象

もみられるのです。本講演では、その共生の不思議をお伝

えしようと思います。生物間相互作用の妙を実感していただ

ければ幸いです。

　「養菌性」は、進化の末に辿り着いた「究極の生活型」と

いえます。昆虫と共生する菌類は、宿主のマイカンギア

（mycangia）と呼ばれる器官によって運搬されています。ゾ

ウムシの仲間に近いキクイムシという甲虫では、マイカンギ

アの構造が種によって異なり、例えば、口の中、胸の中、足

の付け根、羽の付け根などの部位、窪み、袋、管などの形状

に多様化しています。いずれにせよ、キクイムシの成虫が飛

びはじめる頃には、どのマイカンギアの中も共生菌の胞子

で満たされています。どのようにして共生菌がマイカンギア

に取り込まれるのかについては、まだ詳細な観察が必要です。

　マイカンギアの中には、キクイムシの食物となる菌類が

入っていますが、冬越しの時期になると、食物となる菌類以

外の菌類も検出されるようになります。このような菌の種類

の移り変わりは、巣の中でも起こっています。産卵する頃は

食物となる菌類が巣内を優占するのですが、幼虫が成長し

てくると、その他の菌類の検出率が高くなります。さらに、キ

クイムシの種によって、菌類の“栽培場所”が異なることが知

られています。大きく分けて、巣全体に拡がるもの（“大部

屋”型）と、幼虫が成育する部屋に限定されるもの（“個室”

型）があります。

　最近、共生菌が“盗まれている”ことが発見されました。隣

接して作られた巣から、壁越しに共生菌が引き込まれ、培

養されていたのです。このような“盗人”のキクイムシ種では、

マイカンギアが退化したようです。今のところ、この養菌“窃

盗”性は、パプアニューギニア、マレーシア、ペルーで発見さ

れています。日本でも、とくに亜熱帯に生息している可能性

があり、調査中です。

　養菌性の昆虫としては、アリやシロアリの一部も有名です。

しかし、キバチ（木を食べる蜂）、タマバエ（葉に虫こぶを作

る蝿）、オトシブミ（落とし文：葉を巻いて“揺りかご”を作る

甲虫）などにも、マイカンギアが備えられているグループが

あります。そのような菌類と昆虫の共生系についても触れた

いと思います。

　また、昆虫は菌類を運んで「武器」として利用することも

あります。菌類の病原性が植物を衰弱・枯死させるのです。

このような事例も紹介したいと思います。
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植物の多くは、地下組織において菌類と共生し、菌根（菌

類が植物の根に侵入して形成する共生体）を形成します

（菌根共生）。通常、この菌根共生では、植物から菌類（菌

根菌）に光合成産物である炭素化合物（エネルギー源）が

供給され、窒素やリン酸などの土中の養分が菌根菌から植

物に供給されます。しかし、緑色の葉をもたないラン科など

の植物では、光合成ができないので、逆に菌類から植物に

炭素化合物が供給されることが知られています。このよう

な植物は、以前は「腐生植物」と呼ばれていましたが、菌根

菌との関係が明らかになり、「菌従属栄養植物」と呼ばれる

ようになりました。この菌従属栄養植物と菌類の関係では、

菌類が受ける利益については明らかになっておらず、植物が

菌類に寄生しているとも考えられています。

「菌従属栄養植物」は、ラン科、ツツジ科、ホンゴウソウ

科、サクライソウ科、ヒナノシャクジョウ科、リンドウ科など

の植物にみられます。分子生物学の発達によって、菌類の

分離・培養や、きのこを形成させる実験などの過程を経なく

ても、根から抽出したDNAを調べることによって、植物と共

生する菌根菌の種類を明らかにできるようになりました。こ

のようにして明らかになった菌根菌の種類は、木材腐朽菌

から他の樹木と共生する菌根菌まで様々であり、その関係

から菌従属栄養植物の生活様式も推定できるようになりま

した。菌従属栄養植物には希少植物が多く、絶滅危惧種に

指定されている種も数多く存在します。このような菌根共生

に関する知見は希少植物の保全を検討する際に役立つこと

があります。

菌根菌の研究が進むにつれ、菌従属栄養植物が特定の

菌根菌に対して高い特異性をもつことも明らかとなってきま

した。里山や植林地などのありふれた環境でも生育できる

菌従属栄養植物が希少植物となっている例も知られており、

特定の菌根菌に対する高い特異性が、菌従属栄養植物の分

布を制限する要因となっている可能性も考えられます。

菌根菌を自然に近い状態で培養できれば、菌従属栄養植

物の栽培も可能です。このような技術は、今後、遺伝資源の

保存、園芸化などに応用されることが期待されます。本講

演では、いくつかの菌従属栄養植物について菌根共生系の

解明を行った研究例と、その応用の可能性について紹介し

ます。

神奈川県生まれ。専門は「菌根」。菌根
菌との共生を通じて植物をみること、こ
の共生関係を保全や生産の現場に活用
することを目指しています。
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昆虫（キクイムシの一種）の
マイカンギアで運搬される
共生菌

昆虫（キクイムシの一種）の
巣内で栽培された
共生菌




